
 

 

情報収集・伝達訓練  
 

   災害が発生した場合は、通信手段の途絶や混乱が生じるため、思うように必要

な情報を得ることが困難になります。不確かな情報やデマによって、勝手な行動

をとると、パニック状態を引き起こす結果になります。このため、住民が混乱し

ないように、いち早く周囲の状況を把握し、正確な情報を住民に伝えることが大

切であり、普段から情報の収集や伝達方法を整理し、確認しておきましょう。  

  

訓練内容  

  

① 防災関係情報の収集訓練  

(1) 自主防災組織で災害対策本部を設置します。  

(2) 市災害対策本部などの防災関係機関からの情報や指示事項を、防災行政無線、広

報車、テレビ、ラジオなどの報道機関から情報収集します。  

(3) 情報班は、収集した情報を取りまとめ、災害対策本部で、模造紙やホワイトボー

ドなどに記載し情報を共有します。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地域の避難・被害状況等の情報収集訓練  

(1) 災害対策本部へ、避難住民の情報や安否未確認者の情報  

また、避難の際に得た、要救助者、建物、道路等の破損などの情報を災害対策本

部に報告し、、災害対策本部では、様式２を使用してその情報を集約します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被害状況 

道路  家屋被害 

～～   ＝＝ 

水道  電気 

～～～  ””” 

火災の有無 

安否情報 

重傷者  軽傷者 

 

救助が必要な人 



 

 

 

③ 情報伝達訓練  

(1) 市が発信した情報や指示事項、ラジオやテレビから得た情報を、災害対策本部で

わかりやすい伝達文にして、各地区の情報を伝達する担当者にメモで渡す。  

(2) 伝達する担当者は、分担して巡察し、電池式メガホン、ローカル放送等を使って

伝達します。  

(3) 聴覚等に障害のある人、日本語が不自由な外国人などへの情報伝達に配慮しま

す。  

【準備用品（例）】  

 模造紙、ホワイトボード、地域の地図、メモ用紙、筆記用具、テント、テーブ

ル、パイプ椅子、トランシーバー、電池式メガホン、腕章など    

  


